多 動 作 環境 


@CPU i486DX33MHz 以 上 (Pentium 推 奨 ) 

人 @ メ モリ 8MB 以 上 (16MB 以 上 推奨 ) 

久 グ ラフ ィ ッ ク 640xX480 ド ッ ト で ら 56 色 以上 表示 可能 な も の 

@ け ウン ド Windows3.1 に 対応 し た PCM 音 源 

@CD-ROM 倍速 ドラ イブ 以上 (4 倍速 以上 推奨 ) 

@08 Microsoft Windows3.1+MS-DOS Ver.5.0 以 上 


又は 、Microsoft Windows95 


信 
起動 方 法 
@Windows3.1 の 場合 
Windows3.1 で 本 タイ トル を 使用 する に は 、 セ ッ ト ア ッ プ か が 必要 で す 。 
以下 の 手順 に し た が っ て 、 セ ッ ト ア ッ プ を 行っ て 下さ い 。 
1.Windows を 起動 し 、 本 タイ トル CD-ROM を CD-ROM 
ドラ イブ に 挿入 し ます 。 
ら 6. プ ログ ラム マネ ー ジ ャ ー の [アイ コン ]-[ フ ァイル 名 を 指定 し て 実行 ] コ マン ド 
を 選択 し [コマ ンド ライ ン ] ボ ックス に [X]:\SETUP と 入力 し ます 。 
([X] に は CD-ROM ド ライ ブ の ドラ イブ 名 を 指定 し ます )。 
セッ ト ア ッ プ が 終了 後 、 プ ログ ラム マネ ー ジ ャ ー に ANKH グ ルー プ が 登録 され 
その 中 の ANKH ア イコ ン を オー プン する と 、 ゲ ー ム が 開始 し ます 。 
@Windows'95 の 場合 
Windows'95 で は 、 本 タイ トル CD-ROM を CD-ROM ド ライ ブ に 挿入 する と 、 
自動 的 に ゲー ム が 開始 し ます 。 
※ 本 ゲー ム を 起動 する と き に は 、 あ ら か じ め Windows の 画面 モー ド を 
640X480 ド ッ ト 、256 色 また は 、1 6bit、32bit に 設定 し て くだ さい 。 


※ 本 製品 は 、 権 利 者 の 許可 な く 賃 借 業 に 使用 する こと を 禁じ ます 。 
※ 本 製品 を 権利 者 の 許諾 な し に 、 録音 、 録 画 、 コ ピー する こと は 
法律 で 禁じ られ て いま す 。 
-※ 株 式 会 社 レ イ 及 び 権利 者 は 、 い か な る 場合 も や 本 ソフ トウ ェ ア 上 
| の 使用 に 起因 する 、 ど の 様 な 事態 に 関 し て も 一 切 責 任 を 負い ませ ん 。 | 
_  ※MWindows は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 。 II 
則 Xi486DX は 米国 イン テル 社 の 登録 商標 で す 。 
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人 な 夢 を 見 る 。 遂 ば 、 訣 る が 雇 み か け て いた 認 大 を 房 び よみ が そら せ た り 、 
ユン グ の いう よう な 余 の 崎 演 に ある 舞 意 蔵 か ら の 礎 び か け を 、 旋 っ て いる そ に 
見せ て ぐれ る 。 産 帳 且 分 且 身 で な 気 に し て いな いつ も る もり で も 、 ふ と し た ば ずみ で 、 
効 息 に 唐 ブ づい た キー ワー だ が 、 族 り の 必 で 左 を だ し 、 旗 誠 の 笑 記 と つなが っ て 、 

婦 大 を 太 許 と みっ て 、 現 わあ た りす る も の で ある 。 
/ 務 / な 、 考 店 学 に 殺 に 興 叶 が あっ た 豆 で ば な い が 、 上 代 文 区 の 芝 や 、 世 学 で 
族 妃 し よう と し て も し きれ な いも の に 、 む し ろう ろ 内 必 が あっ た 。 

好 理 に 妖 あ ん て いた 攻 な 、 の 伺 で ぐ くつろい で いた 。 科学 胡 導 が 遊歩 すん ば 

する 六 、 基 基 の どこ に いて も る が 事 が 巡っ て ぐる よう 交 、 肥 退 貫 念 に か ら カ て 、 

こん な 具 の 伺 ま で 遡 げ て き て いた 。 そし て 、 今 六 “あの 夢 " を 見 た の で ある 。 
そんな は 、 こ ん な 痛 だ っ た 。 
雇 か あか ら な い が 、 威 茂 の ある 、 よ ぐ く 故 ぐ 低い 志 が 妨 に び か け て いた 。 

/ 胃 か な 人 人 大 ども よ …/ そう 、 聞 に な 内 こ えた 。 その 声 な 適 く 衣 か な 攻 か ら 

好 を 歴 ん で いた 。 馳 ば その 寿 、 あ の “しるし” を 昌 た 。 

そ カ ば 、 ピラ ミッ だ で あっ た 。 そ し て 上 直人 の 砂 々 が 、 導 の の 奮 に 放ち ば だ 
か っ て いた 。 そば 、 お そら ぐ マエ ジブ トム の 怒 そ を で あろ ク う 。 す る と 、 摩 廊 の 放 か ら 、 
盛 し を が ら こ ちら へ 軌 か が ん で きた 。 

そ み な ば 、 ア ンク と いう 、 店 代 エ ジ プ ム の 了 チ が 砂 か ら 帝 か る / 四 太 の 活力 / を 
意 大 す る 雇 即 で あっ た 。 

刀 が 営め る と 凶 ば 、 放 の 支 放 を 始め た 。 妃 か に つき 動か みさ みる よう に し て 、 
凶 ば エ ジ プ ム に だ 記 み うこ と に な っ た 。 

卿 ば エジプト に 盛 か みう にあたり 、 肥 力 を 砂 っ 人 を 選ん だ 。 そ み ば 、 あ ぐま で 
パソ コン で ある けれ ど 、 疾 も し い 入 っ 人 で ある こと 放 吉 いな か っ た 。 

聞 は ば ビラ ミッ ド だ の 氷 に 大 ゆこ と に な っ た 。 
交ぜ 、 亡 で も な い 凶 な の か みか 、 そ カカ ば ぎっ と これ みか みか ら 后 着 す エジプト で ら か に を る 。 


全 キ ャ ラク ター の 紹 7T 


駅 @ ア ヌ ビ ス 柱 

死後 の 世界 の 神 で 、 ジ ャ ッ カ ル の 姿 か 、 そ の 頭 を し た 人 
物 と し て 表わさ れる 。 墓地 の 守護 者 、 ミ イラ 作り の 神 と 
し て 崇 笠 され た 。 


紀 イシ ス 

オシ リス 折 の 家 で 、 ホル ス 神 の 母 。 頭上 に 玉座 を 載せ た 
女性 また は 牛 の 朋 を 持ち 日 輪 を つけ だ 女性 と し て 表わさ 
れる 。 死者 の 内 臓 を 守る 4 女神 の 一 人 で 強力 な 魔力 を 持 


つ 婦 神 


( 人 オシ リス 神 

四 の 志 首 で あり 、 イシ ス 神 の 夫 、 ホ ルス 神 の 父 。 体 
は 再生 竹生 を 次 床 する 緑色 で 、 王 で ある こと を 示す 一 重 完 
を 載 く 。 人 間 は 死ぬ と オシ リス 神 の 娠 喉 す る 来世 で 暮 ら 
す と 考え られ て いた 。 


ヽ 例 小 ルス 紳 

ハヤ ブサ の 姿 あ る い は その 頭 を し た 人 物 と し て 表わさ れ 
る 。 オシ リス 神 と イシ ス 女 神 の 息子 。 王権 の 守護 者 と し 
て 現世 を 支配 する 。 フ ァ ラ オ は ホル ス 神 の 化身 で ある と 
考え られ て いた 。 


他 の 
神 の 声 と し て 様々 な に 出 更 し 、 常に 重要 な ヒビ ント を 王 
えて くれ る 。 


ぐる アル = マム ー ン の 寺 
みす ぼら し い 老 人 の 姿 に 変え られ 冥界 に 行け すず に さま よ 
う ア ル = マ ムー ン の 電 , 
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英語 で 話し か け て くる が 、 国 綱 度々 登場 し て く 
る この 男 は 、 果たし て 玉 な の が 悪玉 な の が 。 


アン ティ ッ ク 屋 の 生 人 
エジプト の 老人 アンティ ッ ク 届 は 還 要 な アイ テム を 持 
つて い \ る 。 


ぐる パピルス 届 の 生 人 
エ ジ プ ト 人 ノバ ビル スズ 屋 も 何 か 軍 要 が アイ テム を 持っ て 
いる が 、 そ れ を 手 に 入れ る に は 何 か が 泌 震 


エジプト 人 ン ノ 彼 は 何 か を 求め て いる 。 


それ さえ 所 徹 せ ば 


” 人 金 腸 ヒレ スト ラン の 客 
エジプト 人 の 若 昔 / 役 は 何 が を た くら ん で いる 。 


人 、 @7 ロ ッ ト 
エジプト 人 ノ へ ヘリ コブ プター に 乗せ て も ら わ な し 事 に は 、 
ピラ ミッ ド に は 行け おしい 
| 人肉 ! 


凸 剖 
怪し げ な アラ ビア 語 を 話す 女性 だ が 、 
・ 何 を 交 味 する の が 。 


その 占い 


④ ス テー ジ の あら すじ 


第 1 ステ ー ジ 
[あな た 」 は 、 ピ ラミ ッ ド の 謎 に 挑む た め に 、 出 発 の 準備 を 整え エジプト に 向かう 。 
金 第 2 ステ ー ジ 


カイ ロロ 国際 空 港 に あな た は 降り た っ た 。 考え る 間もなく 、 あ な た は ハン ・ ハ リー リー 市 場 
(カー ン ・ ア ル = カ リー リ 市 場 ) に いた 。 洪水 の よう に 流れ る 車 と お び た だ し い 人 。 あ な た 
は 激しい めまい に お そ わ れ て し まう 。 あ な た に 話し か け て くる 人 が 全て 、 怪 し 気 に 見 え 
た 。 そ の 人 々 の 中 に は 、 ど う も あな た が ここ に 来 た と 知っ た 上 で 、 会話 を 交 し て いる 人 が 
何人 か いた 。 そ の 時 、 古 代 の 船 や 魂 の 声 な ど 不 可 解 な 幻覚 が め な た の 目 の 前 に 現われ る よ 
うに な っ た 。 そ の 幻覚 は あな た を 導く 謎 の 力 が 創り 出し て いる らし か っ た 。 
第 3 ステ ー ジ 

どう に か 、 ピ ビラ ミッ ド へ や っ て 来る こと が で きた 。 ピ ビラ ミッ ド の 内 部 は 、 お むせ 返 る よう な 
臭 いで あな た を ひる ませ た が 、 あ な た は 中 へ 入っ て いっ た 。 目 の 前 に は 、 た だ うす 暗い 通 
路 が 続い て いく の だ が 、 不 思 議 な こと に 、 観 光 客 が 一 人 も いな い 。 あ な た が いる この ピラ 
ミッ ド は 、 ク フ 王 の ビラ ミッ ド と いう 大 ピラ ミッ ド で 、 世 界 的 に 有名 な 観光 地 で も ある 。 
それ 程 の 場所 な の に 、 誰 一 人 いな い の だ 。 HE その 時 、 不 意 に 八 
ン ・ ハ リー リー 市 場 (カー ン ・ ア ル = カ リー リ 市 場 ) で 出会っ た 怪し 気 な 男 と 出くわし た 。 
彼 に も 魂 の よう な も の が 見 える らし い 。 と いう こと は 、 彼 も あな た と 同じ 力 に 導 か れ て 、 
ここ まで 来 た の だ ろう か ? し か し 彼 は 、 あ な た と は 何 か が 違う 。 ど こ が ど うと いう の で は な 
い が 、 何 か 独特 な 雰囲気 を も っ て いる の だ 。 

第 4 ステ ー ジ 

飼 、 思 えば 、 あ な た は 生活 に 疲れ て いた の か も し れ な い 。 現実 世界 を 脱 け 出す こと が で き 
る 「 夢 |] の 中 で 、 あ な た は あな た の 肉体 を 離れ 、 大 いな る 力 に 導 か れる まま 、 こ こま で 来 
て し まっ た の だ 。「 魂 ] が な ぜ 、 あ な た を 選ん だ か は 知ら ぬ 。 も は や 、 そ れ は どう で も い 
いこ と で あっ た 。 今や 、 全 く 新 し い 不 思 議 な 世界 の 中 に いた 。 上 ざさ を 覚え る ば か り の 目 の 
前 の 光景 。 あな た は 、 あ な た を 呼び ここ まで 導い て きた " 魂 " の 存在 を 、 そ こ で みる こと 
に な る の で ある 。 


の ゲー ム の すす め 方 
メイ ン 画 面 


マウ ス を 動か す と 、 マ ウス ポイ ンタ ー \X が ぐ ) に 変わ る 場所 が あり ます 。 
そこ で マウ ス を クリ ッ ク す る こと に より 、 い ろ い ろ な 操作 を 行う こと が で きま す 。 


ドア の 中 に 入る 。 さ ら に 奥 に 進 
む お 。 こ の 場合 は へ リコ プター に 
乗り 込む こと が で きま す 


さら に 上 の 方 を 
見 る こと が で き 
ます 。 


さら に 右 の 方 を 
見 る こと が で き 
ます 。 


さら に 左 の 方 を 
見 る こと が で き 
ます 。 


振り 返っ た り 、 そ の 場面 を 離 
れれ た だり 9 の ② 選 が @ で きま 9 


右 下 の ア イコ ン を クリ ッ ク す る 
(ご に 多胡 ーー) カ pH の) 
操作 する こと が で きま す 。 


回 吊 |TEM ア イコ ン 
9 ジ /U 必 久 ク /c の 、 
持ち 物 を 確認 し た 
り 、 使 っ た りす る こ 
と が で きま す 。 


ナビ ゲー ター 通信 画面 


吉村 作治 先生 か ら の 通信 が 入る 時 に は 、 呼 
び 出 し 彰 と と も に 

[ 庫 | 

器 昌 CALL アイ コン が 表示 され ます 。 ア イ 
コン を クリ ッ ク し て 、 先 生 の ヒン ト を よく 
聞い て くだ さい 。 


ナビ ゲー ター セー ブ プ ・ ロ ー ド 画面 


ゲー ム 中 で 特定 の 場所 に 行く と 、 
加 SAVE/LOAD ア イコ ン が 表示 さ 
れる こと が あり ます 。 

そこ で は 、 ゲ ー ム の 途中 経過 を セー ブ し 
た り 、 ロ ー ド し た りす る こと が で きま 
す 。 


| 石 下 の ボ タン 合 で 5 個 の メモ リー か ら 


1 つ を 選ん で (SAVE) ボ タン を 押す と 、 
その メモ リー に ゲー ム を セー ブ す る こ 
と が で きま す 。 

また (LOAD) ボ タン を 押す と 、 そ の メモ 
リー か ら ゲ ー ム を ロー ド す る こと が で 
きま す 。 


金 時 代 背 景 

@ 古 代 エ ジ プ ト の 歴史 

紀元 前 3000 年 頃 、 エ ジ プ ト は ナル メル ( メ ネ ス ) 王 と いう ファ ラオ に よっ て 全土 が 統一 
され 、 第 1 王朝 が 樹立 され た 。 第 1 王朝 と 第 2 王朝 を あわ せ て 初期 王朝 時 代 と いう 。 続く 第 3 
王朝 か ら 第 6 王朝 まで の 時 代 を 古 王 国 時 代 と いい 、 こ の 時 代 は 別名 「 ピ ラミ ッ ド 時 代 」 と も 
呼ば れる ほど 多く の ピラ ミッ ド が 建設 され た 。 ク フ 王 の 大 ピラ ミッ ド も この 古 王国 時 代 に 建 
て られ た も の で ある 。 そ の 後 、 王 の 力 が 弱まり 国内 の 統一 が 乱れ 、 第 1 中 間 期 と いう 混乱 の 
時 代 が 訪れ る 。 し か し 、 テ ー ベ 出身 の 王 に より 王国 は 統一 され 、 中 王国 時 代 が 始ま る 。 王 た 
ち は 古 王国 時 代 の 栄光 を 師 び ピラ ミッ ド を 建設 し た が 、 そ の 規模 も 技術 も 劣る た め 既 に 瓦 確 
の 山 と 化し て いる 。 そ し て 再び 国内 は 混乱 の 時 代 を 迎え 、 ア ジア か ら 侵 入 し て きた 謎 の 民族 
ヒ ク ソ ス に 上 古 領 さ れる 第 ら 中 間 期 に 入る 。 その後 、 外 国人 の 支配 を 打ち 破 ろ うと 立ち 上 が り 
第 18 王 朝 を 興し た イア フ メ ス 王 に よっ て 国内 は 再 統一 され 、 古 代 エ ジ プ ト 史上 、 最 も 繁栄 
し た 新 王 国 時 代 を 迎え る 。 首 都 テ ー ベ に は 壮大 な 神殿 が 建設 され 、 王 家 の 谷 に は 歴代 ファ ラ 
オ の 墓 が 造ら れ た 。 墓 か ら 出土 し た 豪華 な 黄金 製品 で 知ら れ て いる ツタ ンカ ー メ ン 王 は この 
時 代 の ファ ラオ で ある 。 し か し 第 2 1 王朝 か ら 再 び 第 3 中 間 期 と よ ば れる 混乱 期 に な る 。 エ ジ 
プ ト の 国力 は 既に 衰え 、 エ ジ プ ト は 第 25 王 朝 か ら 未 期 王朝 時 代 を 迎え る が 、 か つて の 繁栄 
を 取り 戻す こと は 出来 な い 。 紀 元 前 332 年 、 ア レキ サン ダー 大 王 に よっ て 征服 され 、 プ トレ 
マイ オス 時 代 を 経て 、 紀 元 前 30 年 、 ク レオ パト ラ 女 王 の 自殺 に よっ て エジプト は ロー ぐ マ 帝 
国 の 属 州 と な る 。 こ の 時 、 古 代 エ ジ プ ト 王朝 史 は 幕 を 閉じ る の で ある 。 

@ 古 代 エ ジ プ ト の 自然 

エジプト は アフ リカ 大 陸 の 北部 に 位置 し 、 国 土 を 買い て ナイ ル 川 が 流れ て いる 。 ギ リ シ ャ の 
歴史 家 へ ヘロドトス が 「 エ ジ プ ト は ナイ ル の 賜物 」 と その 著書 に 書き 記し た よう に 、 エ ジ プ ト 
は ナイ ル 川 の 恵 を 受け た 古代 文明 で ある 。 気候 は 温暖 で 、 地 中 海 に 面 し た デル タ 地 帯 を 除く 
と 、 雨 の ほとん ど 降 ら な い 乾 燥 気候 で あっ た 。 し か し ナイ ル 川 は 1 年 に 1 度 、 水 源 地 に 降る 
雨 と キリ マン ジャ ロ 山 の 雪解け 水 が 流れ 込む こと に よっ て 、 水 か さ が 増 し 、 池 浴 し た 。 し か 
し この 規則 的 な ナイ ル 川 の 洪水 は 畑 か ら 有 害 な 塩分 な ど を 洗い 流し 、 上 流 地帯 か ら 決 土 を 運 
ん で くれ た の で ある 。 そ の お 陰 で 畑 に は 作物 が よく 実り 、 ナ イル 川 流域 に エジプト 文明 が 誕 
生 し た の で ある 。 

久 古 代 エ ジ プ ト の 王 、 フ ァ ラ オ 

ファ ラオ と は 大 き な 家 を 意味 する 言葉 “ペル アア ”" に 由来 する 。 ナ イル 川 の 河口 に 広がる デ 
ル タ 地 帯 を “ 下 エ ジ プ ト ” 、 そ の 上 流 の ナイ ル 河 谷地 帯 の こと を “上 エジプト " と 呼び 、 こ 
の 二 つ の 地域 を 合わ せ て 、“ 上 ・ 下 エジプト " と 称し た 。 両 地域 は 気候 も 住ん を で いる 人 々 も 
異な る 地域 で 、 下 エジプト の 王権 を 象徴 する の は コブ ラ 、 上 エジプト は ハゲ ワシ と いう よう 
に いつ も 対比 し て 考え られ て いた 。 エ ジ プ ト の 王 は 常に この “上 ・ 下 エジプト の 王 " と いう 
称号 を 持ち 、 頭 上 に は 下 エ ジ プ ト の 赤 冠 、 上 エジプト の 白 冠 を 組み 合わ せ た 二 重 冠 を 被っ た 。 
第 1 王朝 の ナル メル 王 か ら 、 プ トレ マイ オス 王朝 の クレ オ パ ト ラ 女 王 ま で 、 約 3000 年 に わ 
た っ て 王権 が 受け 継が れ た 。 


人 @ 古 代 エ ジ プ ト の 死生 観 

古代 エジプト 人 は 死ぬ と 永遠 の 命 ア ンク を 授かっ て 、 来世 で 暮らす と いう 思想 を 持っ て いた 。 
この 世 は 過ぎ 行く も の で あり 、 死後 、 あ の 世 で 復活 し て 永遠 に 生き る と 信じ て いた の で ある 。 
それ で 来世 で 楽し く 暮 ら す た め 、 遺 体 は ミイ ラ に し 、 墓 に は 来世 で 使う 日 用 品 や 家具 、 食 べ 
物 、 自 分 の か わり に 働い て くれ る 召し 使い を 表す ウシ ャ ブ テ ィ と いう 人 形 な ど を 一 緒 に 埋葬 
し た 。 こ の 来世 観 は エジプト の 特異 な 自然 環境 か ら 生ま れ た も の で ある 。 西 に 沈む 太陽 は 翌 
朝 、 必 ず 東 の 空 か ら 昇 っ て くる 。 古代 の エジプト 人 は この 現象 を 一 度 死 ん だ 太陽 が 、 再 生 復 
活 す る の だ と 考え た 。 ま た 毎年 規則 的 に 起こ る ナイ ル 川 の 洪水 に よっ て 水浸し に な っ た 土地 
が 、 水 の 引い た 後に 再び 豊か な 土地 に 蘇る こと も 再生 復活 を 連想 させ た 。 古 代 エ ジ プ ト 文明 
は この 独特 の 死生 観 に よっ て 築 か れ た も の な の で ある 。 

人 古代 エ ジ プ ト の 宗教 

古代 エジプト は 多神教 の 世界 で 、 多 く の 神々 が 崇拝 され て いた 。 太 陽 や 月 、 自 然 界 に 住む 人 
間 の 力 の 及ば な い 優 れ た 能力 を 持っ た 獣 や 島 な ど が 神 と し て 、 人 々 に 崇め られ た の で ある 。 
また エジプト 加地 で は 、 そ の 土地 独自 の 神 が 守 護 神 と し て 崇拝 され 、 礼 られ て いた 。 特 に へ 
リオ ポリ ス と メン フィ ス は 宗教 的 な 中 心地 と し て 発展 し た 。 中 で も へ リオ ポリ ス の 太陽 神 ラ 
ー は 強大 な 権力 を 持ち 、 古 王国 時 代 に な る と 太陽 神 信仰 は 最高 潮 を 迎え 、 太 陽 神 殿 が 建設 さ 
れ た 。 さらに アメ ン ・ ラ ー、 セ ベク ・ ラ ー の よう に ラー 神 と 習合 する こと で 、 そ の 神 の 地位 
が 高め られ た の で ある 。 新 王国 時 代 に な っ て 、 テ ー ベ が 首都 に な る と 、 テ ー ベ の 守護 神 ア メ 
ン が 、 国 家 神 と し て 崇拝 され る よう に な り 、 ア メン 神官 団 の 権力 は 王家 を し の ぐ ほ ど 大 き な 
も の に な っ た 。 

@ 古 代 エ ジ プ ト の 神話 

世界 中 の 国々 に 創世 神話 が ある よう に 、 古代 エ ジ プ ト に も 国家 の は じ ま り の 物語 が ある 。 代 
表 的 な も の が オシ リス 神話 と よ ば れる も の で へ リオ ポリ ス 神 学 に お いて 確立 し た 神話 で あ 
る 。 ア トム 神 は 宇宙 の 中 で 最初 に 存在 し て いた 神 で 、 そ の 口 か ら 大 気 の 神 シ ュ ウ 、 そ の 妻 テ 
フネ ト 神 を 吐き 出し た と され て いる 。 そ し て 次 に この ら 神 か ら 大 地 の 神 ゲ ブ 、 そ の 妻 の 天空 
の 神 ヌ ー ト が 誕生 し た 。 さ ら に ゲ ブ 神 と ヌー ト 女 神 と の 間 に 、 オ シリ ス 神 、 そ の 妻 イシ ス 女 
神 、 セ ト 神 と その 妻 ネ フ テ ィ ス の 4 神 が 生 まれ た 。 オ シリ ス 神 話 は この 神々 に オシ リス 神 と 
イシ ス 女 神 と の 間 の 息子 ホル ス 神 が 登 場 し て 織り な す 物 語 で ある 。 オ シリ ス 神 は 弟 セト 神 の 
始 み を か っ て 殺さ れ 、 イ シス 女神 の 働き で 復活 する が 、 結 局 来 世 の 支 配 者 と し て 君臨 する こ 
と に な る 。 オ シリ ス 神 の 息子 ホル ス 神 は 父 オ シリ ス 神 に か わっ て セト 神 と 戦い 、 つ い に 現 世 
の 王 と な る と いう 物語 で ある 。 そ れ で ホル ス 神 は ファ ラオ の 化身 と 考え られ 、 崇 拝 さ れ た 。 
一 方 、 母 の イシ ス 女 神 も 広く 信仰 を 集め 、 古 代 エ ジ プ ト 3000 年 の 王朝 史 を 通じ て 、 変 わら 
ぬ 人 気 を 持ち 続け た 。 


エジプト 全 國 General map of Egypt 


例 ギ サザ 地区 ププ General map of the Giza Necropolis 
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用 語 解 説 
アト ゥ ウム 神 Atom 


カイ ロ 近 郊 に ある へ リオ ポリ ス の 太陽 神 。 通 常 、 複 合 冠 を 被る 男性 と し て 表わさ れる 。 へ リ 
オ ポ リ ス は 、 古 く か ら 古 代 エ ジ プ ト の 太陽 信仰 の 中 心地 で あり 、9 柱 の 神々 が 崇拝 され 、 ア 
トゥ ム 神 は その 最高 神 お よび 世界 の 創造 神 で あっ た 。 へ リオ ポ リス の 創造 神話 に よれ ば 、 ア 
トゥ ム 神 は 最初 に 自ら と 交わ る こと に よっ て 大 気 の 神 シュ ー と 湿気 の 女神 テ フ ヌ ト を 生み 出 
し 、 そ の ら 人 か ら 大 地 の 神 ゲ ブ と 天空 の 女神 ヌー ト が 生ま れ 、 さ ら に その ら 2 人 か ら オ シリ ス 
神 、 イ シス 女神 、 セ ト 神 、 ネ フ テ ィ ス 女 神 の 4 神 が 生 まれ た 。 


アメ ン 神 Amen 

上 エジプト 第 4 ノモス の テー ベ (古代 名 ワ セ ト ) の 神 。 第 4 ノモス の 中 心 が 南 の アル マン ト 
か ら 北 の テー べ に 移る に 従い ノモス の 神 と し て の 位置 を 占め る よう に な る 。 特に 中 王国 第 
18 王 朝 以降 は 太陽 神 ラー と 習合 し て アメ ン ・ ラ ー 神 と な り 国家 の 最高 神 に まで な っ た 。 ア 
メン 神 は 、 通 常 ら 枚 の 羽根 の 付い た 独特 の 冠 を 被っ た 姿 で 表現 され る 。 


金 王 の 間 Kinngs Chamger 

大 ピラ ミッ ド 内 部 、 大 回 廊 の 奥 に ある 部 屋 で 、9 世 紀 に アル ニ マ ムー ン に よっ て 発見 され た 
が 、 空 の 花岡 岩 製 石 柱 だ けが ある に すぎ な か っ た 。 奥行 き 10.5m、 幅 5.8m、 高 さ 5.8m の 
大 き な 部 屋 で 、 天 井 、 側 面 、 床 面 と も 赤色 花 軸 岩 が 使わ れ て いる 。 こ の 部 屋 の 上 に は 重量 軽 
減 の 問 と 呼ば れる 特殊 な 構造 の 空間 が ある 。 ま た 、 東 壁 お よび 北 壁 に は 通気 也 と み ら れ る 穴 
が 開け られ て いる 。 石 枢 は 一 部 が 破壊 さ ご れ て お り 、 蓋 は 見 つか ら な か っ た 。 この こと に より 、 
その と き 既 に 盗掘 べ れ て いた も の と 考え られ て いる 。 


念 王妃 の 間 QueensChamber 

上 昇 通路 の 終点 、 大 回 廊 の 最 下 部 に 水平 の 通路 が あり 、 王 妃 の 間 へ と 続い て いる 。 こ の 部 屋 
は 石灰 岩 で 出来 て お り 、 奥 行き 5m、 幅 6m で 、 切 妻 型 の 天井 に は 青色 が 塗ら れ て いた 。 た 王 
妃 の 間 と 名 付け られ た の は 、 男 性 は 平ら な 墓 に 、 女 性 は 切妻 型 の 屋根 を も つ 幕 に 埋葬 する と 
いう アラ ブ の 習慣 に 由来 し て いる の で あっ て 、 実際 に 王妃 が 王 と 共に 埋葬 され る こと は な か 
っ た 。 こ の 部 屋 の 東 壁 に は 大 回 廊 と 同じ よう な 迫り 出し 式 の 壁 薄 が 作ら れ て いる 。 床 面 は 仕 
上 げ ら れ て お ら ず 、 凹凸 が 暑 で ある 。 


@ カ ー Ka 


人 は 死ん で も 来世 で 再生 する と 信じ られ て いた 古代 エジプト で は 、 人 は 
霊魂 バー と 精霊 カー、 肉 体 ア ク の 3 つ で 構成 され て いる と 考え られ て い 
た 。 バ ー は 鳥 の 姿 を し て 来世 と 現世 を 往復 し 、 カ ー は 供物 を 取り 入れ て 
生き 続け る た め 、 バ パー や カー の 帰る 拠り 所 と な る 肉体 が 保存 され て いな 
けれ ば な ら な か っ た 。 そ こ で 遺体 を ミイ ラ に する 方 法 が 編み 出さ れ た 。 
カー は 死者 の 性 格 や 生命 力 の 集まっ た も の と 考え られ て いた 。 
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階段 ビラ ミッ ド Step Pyramid 

初期 王朝 時 代 (第 1 一 ら 王 朝 ) の マス タバ (アラ ビア 語 で ベン チ を 意味 する ) と 呼ば れる 台 
状 の 上 部 構造 を も つ 王 墓 が 、 第 3 王朝 の ジェ セル 王 の 時 代 に 積み 重ね られ 、 階 段 状 ピラ ミッ 
ド と し て サッ カラ に 出現 し た 。 当 初 は 一 辺 63m の マス タバ で あっ た が 、 そ の 後 、4 段 の 階段 
ピラ ミッ ド に 変更 され 、 最 後に 増築 され て 、 基底 部 140mx 188m、 高 さ 60m の 階段 ピラ 
ミッ ド と な っ た の で ある 。 こ れ は 古代 エジプト 最 古 の ピラ ミッ ド で あり 、 巨大 石造 建築 物 で 
あっ た 。 


久 河 岸 神 肛 Valley Temple 

ビラ ミッ ド 本 体 ・ 葬 祭典 と 参道 で 結ば れ た 神殿 で 、 有 船着 き 場 を 兼ね て いた た め 、 ナ イル 川 近 
くに 建築 され た 。 王 の 埋葬 儀式 の 際 に は 、 こ の 神殿 で 「 口 開け の 儀式 」 が 執り 行わ れ た と 考 
えら れる 。 ま た ここ で 王 の ミイ ラ が 作ら れ た と する 説 も ある が 、 実際 に は ミイ ラ 作 り の 萌 徴 
的 な 儀式 が 執り 行わ れ た と する 見 解 も ある 。 入 り 口 を 入る と 、 天 井 の 無い 中 庭 が あり 、 奥 に 
王 の 彫像 を 安置 し た 多く の 壁 区 が ある 。「 口 開け の 儀式 」 は これ ら 全 て の 彫像 に 行わ れ た と 
され る 。 


例 下 降 通 路 Descendent Passage 

大 ピラ ミッ ド の 正規 の 入り 口 が ら 、 勾 配ら 6 度 16 分 で 地下 の 間 へ と 下降 する 、 長 さ 97m の 

通路 で ある 。 通路 の 高 さ は 約 1.2m、 幅 は 約 1 m と 非常 に 狭く 、 屈 ん で し か 進む こと が で き 

な い 。 花山 岩 の 梓 で 塞 が れ た 上 昇 通路 の 入り 口 を 過ぎ て し ば らく 進ん だ 所 か ら は 、 通 路 は 岩 
毅 に 掘ら れ て いる 。 途 中 に は 岩 黄 の 晶 裂 が 顕著 な 箇所 が み ら れ 、 地 下 の 間 の 手前 の 小 部 屋 近 
くに は 、 大 回 廊 か ら 降 り て 、 グ ロッ ト と 呼ば れる 小 部 屋 を 経由 する 、 用 途 不 明 の 堅 穴 が ある 。 


今 カ ルト ゥ ウー ジ シュ Cartouche 

杖 円 形 の 枠 と 水平 線 が 組み 合わ され た 中 に 王 名 が 記さ れ た も の 。 古代 エジプト 語 で は Shnw 
「 一 へ 、 で 、 一 般 的 な 呼び 名 は 、 フ ラン ス 語 で 「 花 枠 」 を 表わす Cartouche に 
よる 。 第 4 王朝 時 代 か ら 使用 され た 。 詳し くみ る と 、 こ の 記号 は 決し て 終 
り の な い 縄 に な っ た ロー プ の 結び 目 を 表現 し て いる 。 こ れ は 循環 する 回 帰 
を 象徴 し て お り 、 お そら く 太 陽 と 関連 し て いる 。 王 は ら つ の カル トゥ ー シ 
ュ に 囲ま れ た 名 を も っ て いた 。 一 づつ は 太陽 神 ラー に つい て の 言葉 (プレ ノ 
メン ) で あり 、 も う 一 つ は 誕生 名 で あっ た 。 


全 ク フ 王 Khufu(Cheops) 

第 4 王朝 2 番目 の 王 で 、 ダ ハシ ュー ル と メイ ドゥ ム に 計 3 つ の ピラ ミッ ド を 建設 し た スネ フル 
王 と 王妃 へ テ プ ヘ レス の 息子 で ある と され る 。 ギ ザ に 、 父 親 の 建て た ピラ ミッ ド を 凌 食 する 
ほど 壮麗 な 大 ピラ ミッ ド を 建設 し た 。 王 の 彫像 は 、 現 在 カ イロ 博物 館 に 収蔵 され て いる 。 

アビ ドス 出土 の 象牙 製 の 小 像 の み が 知ら れ て いる だ け で 、 今 の と ころ 石像 は 発見 され て いな 
0 
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国家 神 StateGod 
古代 エジプト の 宗教 は 多神教 で エジプト の 各地 に は それ ぞ れ 崇拝 され て いる 地方 神 が い た 。 
へ リオ ポリ ス と メン フィ ス が 古代 エジプト の 宗教 上 の 中 心地 で 、 と くに へ リオ ポリ ス の 太陽 
神 ラ ー 1 古 王国 時 代 に は 国家 の 最高 神 と し て の 地位 を 確立 し て いた 。 ま た 
ラー 神 以外 の 神 は 、 ラ ー 神 と 習合 する こと に より 力 を 高め た 。 中 王国 、 新 王国 時 代 に テー ベ 
が 首都 に な る と 、 の 遇 生き 7 数 3 や は り ラ ー 神 と 習合 する こと で 単なる 
地方 神 の ひと つか ら 国家 神 へ と 力 を 強め た 。 


介 ジェ ド Djed 

ジェ ド は 元々 穀物 の 穂 を 結び つけ た 柱 で 安定 と 再生 の シン ボル で ある 。 オ シリ ス 神 の 背骨 と 
も みな され 、 オ シリ ス 神 の 象 微 に も な っ て いた 。 オ シリ ス 信 仰 の 中 心地 だ っ た アビ ドス の 神 
殿 で は 1 年 に 1 度 、 豊 か な 収穫 を 願っ て 、 ジ ェ ド 柱 を 建て る 儀式 が 行わ れ た 。 ま た 、 ジ ェ ド 
柱 と の 関連 と は 別に オシ リス 神 は 古く は 下 エ ジ プ ト 第 九州 の 首都 ジェ ド で 信仰 され た こと か 
ら 「 ジ ェ ド の 主 」 と 呼ば れる と いう 説 も ある 。 


今 シリウス Silus 

全 天 で も っ と も 明る い 星 シリ ウス は 、 天 の 恵み の 先がけ と し て 特別 な 意味 を も つ 星 だ っ た 。 
長年 、 天 を 観察 し た 古代 エジプト 人 は 、 夜 明け 前 の 東 の 空 に シリ ウス が 見 える 頃 に な る と 、 
ナイ ル 川 が 池 浴 を 起こ すこ と を 知っ た 。 川 の 池 溢 は 、 乾 いた 地 に 潤い を も た らし 、 池 洪 の 終 
わっ た 大 地 に は 新た な 芽生 え が 始 まる 。 だ か ら 、 古代 エジプト 人 は 、 シ リウ ス が 出現 する 日 
を 、 新 年 の 始ま り と し て 祝い 、 星 を イシ ス 女 神 の 化身 と し て 崇拝 し た 。 


金 重量 軽減 の 間 KRelieving Chamber 

クフ王 の ビラ ミッ ド 内 部 、 王 の 間 上 部 に ある 9 本 の 染 で 支え られ た 5 層 の 空間 の こと で ある 。 
これ ら の 染 は 王 の 間 側 壁 と 同様 に 花 較 岩 が 使わ れ 、 上 部 は 成型 に ば ら つ き が あり 平面 を 成 さ 
な い が 、 下 面 (空間 の 天井 部 分 ) は 全体 が 面 に な る よう 成型 し て あっ た 。 し か し 最上 部 の み 
切妻 型 に 組み 合わ され た 巨大 な 石灰 岩 で 出来 て いる 。 


多 上 昇 通路 Ascending Passage 

クフ王 の ビラ ミッ ド 正 規 の 入り 口 か ら 下 降 通 路 を 下る と 、 上昇 通 路 の 入り 口 が ある 。 こ こ は 
現在 も 花 両 震 の 欄 に よっ て 塞 が れ て いる た め 、 大 回 廊 に 到達 する た め に は 、 ア ル ニ マ ムー-> 
の 盗掘 口 か ら 入 ら な けれ ば な ら な い 。 上 昇 通路 は 全長 約 40m、 勾 配 は 下降 通路 同様 6 度 
16 分 で 、 屈 まな く て は 通れ な い ほ ど 狭 く 、 天 井 が 低い 。 現 在 も 最 下 部 に 3 個 の 花岡 岩 の 栓 が 
詰まっ た まま に な っ て いる 。 


久 水 平 通路 Horizontal Passage 

クフ王 の ビラ ミッ ド 内 部 、 上 昇 通路 の 終点 か ら 、 水 平 に 王妃 の 間 へ と 続く 長 さ 約 38m、 高 
さ 約 1.8m、 幅 約 1m の 通路 で ある 。 王妃 の 間 の 手前 で 0.6m ほ ど 床 面 が 急 に 下がっ て いる 
が 、 そ の 目的 は 不明 で ある 。1986 年 に フラ ンス 人 建築 家 に よっ て この 通路 の 西 壁 に 穴 が 開 
けら れ 、 中 か ら 砂 が 検出 され て いる 。 こ の 砂 は 、 ギ ザ 地 区 に ある 砂 で は な く 、 角 の 取れ た 石 
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英 砂 で あっ た 。 こ の こと か ら 、 ピ ラミ ッ ド 全体 が 切り 石 ブ ロッ ク だ け の 積み 上 げ で 出来 て は 
いな い 可 能 性 が 指摘 され た 。 ま た 早稲 田 大 学 の レー ダー 探査 に よっ て も 、 こ の 通路 の 西側 に 
石灰 害 ブ ロッ ク と は 違っ た 反応 が 確認 され て お り 、 新 た な 謎 が 提示 され て いる 。 


セト 神 Seth 

古代 エジプト の 砂漠 の 神 、 暴 力 の 界 神 。 大 地 の 神 ゲ ブ と 天空 の 女神 ヌー ト の 子 で 、 オ シリ ス 
神 、 イ シス 女神 、 ネ フ テ ィ ス 女 神 の 兄弟 。 犬 に 似 た 空想 的 な 奇 獣 、 ブ タ 、 ロ バ 、 カ 人 な どの 
姿 、 ま た は その 頭 部 を 持つ 人 物 像 と し て 表現 され た 。 信仰 の 中 心地 は 上 エジプト の オン ボス 
で あり 、 先 王朝 時 代 か ら 崇拝 され 、「 オ ン ボ ス の 人 (また は ) 神 」 と 呼ば れ た 。 オ シリ ス 神 
話 で は 、 兄 オシ リス を 殺害 し 、 そ の 息子 ホル ス と 王位 を 争っ て 敗れ る 悪 神 と され て いる 。 し 
か し 一 方 で 、 セ ト 神 を ホル ス 神 と 並 記 王権 の 守護 神 と する 見 方 も あっ た 。 


人 大 回 廊 GrandGallery 


クフ王 の ピラ ミッ ド 内 部 、 上 昇 通路 と 「 王 の 間 ]」 の 間 に あ る 全長 約 50m、 幅 2 ら m、 階 段 状 の 
迫り 出し 天井 の 高 さ は 8.5m も ある 部 屋 で 、 そ の 規模 か ら 大 回 廊 と 呼ば れ て いる 。 ピ ラミ ッ 
ド 内 部 に な ぜ こ の よう に 規模 の 大 き な 通 路 が 作ら れ た の か 、 様 々 な 説 が ある が 、 未 だ に 決着 
し て いな い 。 多 く の エ ジブ プ ト 学 者 は 、 王 の 檜 を 埋葬 し た 後に 上 昇 通 路 を 塞ぐ た め の 花 両 岩 の 


クフ王 の 大 ビラ ミッ ド 内 部 構造 


重量 軽減 三 3 控 え の 問 ノ ンー 
の 間 
きき 
6 2 
女王 の 商 時 


- る 8 NN Di 
NN 
名 天井 間 ググ FN 


記 な し 穴 り くぼみ 


1 フ 


梓 を 用 意 し 、 滑 り 落 と す た め の 仕掛 け で ある と 解釈 し て いる 。 


例 大 スフィンクス Great Sphinx 

ギザ の カフ ラー 王 の ピラ ミッ ド 参 道脇 に あり 、 現 在 知ら れる 最 古 の スフィンクス で ある 。 顔 
が カフ ラー 王 に 似せ て 作ら れ て いる と され 、 こ の 王 の ビラ ミッ ド を 守護 する も の と いわ れる 
が 、 参 道 が 大 スフィンクス を 避け る よう に 終 め に な っ て いる こと か ら 、 こ の ピラ ミッ ド よ り 
古い 時 期 に 作ら れ た と いう 意見 も ある 。 胴体 は 自然 の 岩 毅 を 掘り 下げ て 作り 出し て お り 、 自 
然 の 大 岩 を 利用 し た と の 説 も 唱え られ て いる 。 


大 陽 の 船 Solar Boat 

王 は 死ぬ と 来世 で 太陽 神 ラ ー に な る と 考え られ て お り 、 そ の 太陽 神 が 天 空 を 航行 する 時 に 使 
う 船 の こと 。 昼 の 船 「 マ ア ネ ジ ェ ト 」 と 夜 の 船 「 メ セ ケ テッ ト 」 が あっ た 。1954 年 ギザ の 
クフ王 の 大 ピラ ミッ ド の 南側 で 発見 され た 太陽 の 船 は 復元 され 、 現 在 は 博物 館 で 展示 され て 
いる 。 レバノン 杉 で 作ら れ た 全長 43m に 及 応 大 型 船 で 、 世 界 最 古 の 大 型 木造 船 。 さ ら に 
1987 年 、 早 稲田 大 学 ピ ビラ ミッ ド 調 査 隊 に より その 西 隣 に 第 6 の 太陽 の 船 の 存在 が 確認 され 
裕 M08 


念 地下 の 間 Subterranean Chamger 

クフ王 の ビラ ミッ ド 内 部 、 下 降 通 路 の 先 に ある 未完 成 の 部 屋 で ある 。 ピ ラミ ッ ド の 頂部 の ほ 
ほぼ 真下 に 当たり 、 地 下 30m で 岩盤 に 直接 掘 込ま れ て いる 。 こ の 部 屋 の 手前 に 約 10m の 水平 
通路 と 小 部 屋 が ある が 、 用 途 は 不明 で ある 。 地 下 の 間 は 、 西 半分 が 未完 成 で 掘り 残さ れ て い 
る が 、 東 側 の 床 面 か ら は 堅 杭 が 掘ら れ て いる 。 ハ ル ハワード ・ バ イス は 、 こ の 壁 杭 の 下 に 別 の 部 
屋 が ある も の と 考え 掘り 進ん だ が 、 何 も 発見 出来 な か っ た 。 南 壁 東端 下部 に は 、 水 平 に 掘ら 
れ た 通路 が ある が 、10m ほ ど 進 むと 行き 止ま り と な っ て いる 。 


人 トト 神 Thoth 

古代 エジプト 名 で ジェ フ テ ィ 。 三日月 を 頭 に の せ て いた り 、 ト キ の 頭 を 持つ 人 の 姿 で 表わさ 
れる 。 聖 島 イ ビス や ヒヒ の 姿 で 表わさ れる こと も ある 。 書記 と 知恵 を 司る 月 の 神 。 神 々 の 書 
記 を 務め 、 ま た 文字 や 暦法 の 発明 者 で ある と も 考え られ て いた 。 死者 の 審判 の 場面 で は 死者 
の 心臓 を 種 に か ける 役 を 務め て いる 。 主 に アル ニア シュ ムネ イン (ヘル モ ポ リス ) や アル ニテ 
バフ リー ヤ の 市 神 と し て 崇拝 され て いた が 、 学 問 や 知恵 の 神 と し て エジプト 各地 で 信仰 され 
て いた 。 


バー Ba 


古代 エジプト の 人 々 は 、 肉 体 と 別に 何 種類 か の 精神 の 存在 を 信じ て いた 。 
「 バ ー」 は その うち の 一 つ で 、 い わ ば 「 魂 」 の よう な も の で あり 、 し ば し 
ば 人 の 頭 を 持つ 島 の 姿 で 描か れ た 。 バ ー は 死 の 瞬間 肉体 を 離れ 、 島 の 姿 と 
な っ て 飛び 去っ て し まい 、 偽 扉 を 通じ て 慕 を 自由 に 出入 り し て 、 時 に は 生 
きた 人 々 の 間 を 飛び 回 る こと も あっ た 。 バ ー は 鳥 以 外 に も 様々 な 姿 に 変身 
する こと が で き 、 時 に は 生き た 人 々 に 危害 を 加え る こと も あっ た らし い 。 
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バー の 他 に 、「 自 我 】] で ある 「 カ ー」 や 、 バ パー と 似 た 「 霊 」 も し く は 「 了 幽霊 | の よう な 「 ア 
ク 」 の 存在 が 信じ られ て いた 。 


ヒエ ログ リフ Hieroglyph 
oi = ター マー と ギリ シア 語 の 「 神 聖 な 彫刻 」 と いう 言葉 に 由来 し 

ウーー5 ニニ ニー ニョ ー る べく マ る [) | て いる 。 記念 物 の た め だ け に 使わ れ た 文字 の 形態 
で ある が 、 例 外 的 に 「 死 者 の 書 」 な ど 宗教 バビ ピル 
ス に も 用 いら れ た 。 ほ と ん どの 文字 が 絵 と 同一 で あり 、 つ な げ て は 綴 ら れ な い 。 表 意 文字 と 

音 文字 が あり 、 母 音 は 記さ れ な い 。 清 書法 は 厳密 で は な く 、 全 体 の 調和 か ら 文 字 が 選択 ・ 
配列 され 、 彩 色 さ れる 場合 も 多い 。 資料 上 最 古 の 例 は 第 1 王朝 で ある が 、 す で に 進歩 著しく 、 
起源 は 相当 に 古い と 考え られ る 。 最後 の も の は フィ ラ エ 島 に ある 394 年 の 銘 で 、 こ の 間 、 昌 
形 文字 の 原形 を 完全 に 保っ て きた 。 


ピラ ミッ ド ・ コ ンプ レッ クス Pyramid Complex 

砂漠 の 中 に そびえ 立つ 角 欠 形 の ピラミッド は 、 単 独 で 築 か れ た 建造 物 で は な く 、 周 囲 に 建て 
られ た いく つか の 付属 建造 物 と 一 体 と な っ て 、 一 つの 複合 体 を 形成 し て いる 。 こ の ピラ ミッ 
ド を 中 心 と する 建造 物 の 集合 は 、「 ピ ラミ ッ ド 複合 体 ] も や しく は 「 ビ ピラ ミッ ド ・ コ ンプ レッ 
クス 」 と 呼ば れる 。 


全 ピ ラミ ッ ド ・ テ キス ト Pyramid 1ext 

第 5 王朝 か ら 第 6 王朝 に か け て 、 ピ ラミ ッ ド 内 部 に 記さ れ た 美しい 聖 刻 碑文 で 、 王 が 死後 復 
活 ・ 再 生 し 、 彼 岸 で 最初 の 儀 視 を する 際 の 呪文 で ある 。 第 5 王朝 の ウナ ス 王 の ピラ ミッ ド に 
刻ま れ た も の が 、 最 も 数 が 多く 独特 の 呪文 を 往 ん で いる 。 そ れ ら は 全部 で 229 節 、759 章 
句 、 約 4000 行 に 及 ん で いる 。 こ れ ら は 第 3 王朝 期 か ら 編 集 さ れ 、 へ リオ ポリ ス の 神官 に よ 
っ て 整理 され た と 考え られ て お り 、 世 界 最 古 の 文学 と し て 、 ま た 当時 の 宗教 思想 を 知る 上 で 
極め て 重要 で ある 。 


人 ミイラ Mummy 

死体 が 乾燥 し て その 形状 を と ど め た も の 。 自然 秒 件 に よっ て 偶然 に 保存 され た も の も ある が 、 
一 般 に は 宗教 概念 か ら 、 死 体 を 加工 し て 腐敗 を 防止 し 、 人 工 的 に 保存 し た も の を いう 。 古代 
エジプト で は 、 死 後 の 生 活 は 肉体 を 持つ 人 間 と し て 生き る 、 つ まり 死 と 共に 肉体 を 離れ た 魂 
は 再び 肉体 に 戻り 、 永 遠 の 命 が も た ら さ れる と 信じ られ て いた 。 そ の た め 、 殊 の 戻る 場所 と 
し て の 肉体 を 保存 する た め に 、 ミ イラ 作り が 盛ん に 行わ れ た 。 


※ こ の 作品 に 使用 し た 星座 は 現代 の も の で す 。 
※ こ の 作品 は 吉村 作治 の 監修 の も と に 構成 され た も の で す が 、 
物語 の 展開 上 一 部 フィ クシ ョ ン も 取り 入れ られ て いま す 。 
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THE HISTORY OF EGYPT 年 表 


時 代 事項 


BC. 
先王 朝 時 代 4500 年 で ろ 農耕 、 牧 畜 が は じ ま る 


、 人 90 3000 年 で ろ "ナル メル 王 が エジプト 全土 を 統一 し 、 王朝 を 築く 


証 王 園 時 代 2680 年 で ろ "ジェ セル 王 の ピラ ミッ ド 建 設 
(3ー6 王 朝 ) 


2550 年 で ろ ギザ に 3 大 ピラ ミッ ド 建 設 


第 1 期中 間 期 ら 200 年 で ろ 王 の 権力 が 弱まり 、 国 内 が 乱れ る 
(7ー10 王 朝 ) 


中 王国 時 代 040 年 で ろ _ メン チュ ヘ テ ブ 2 世 が エジプト を 再 統一 
(11 一 18 王 朝 ) 
1800 年 で ろ ファ ユー ム の 開拓 
第 2 中間 期 1780 年 で ろ 王権 が 弱まり 、 国 内 が 乱れ る 
(13~-17 王 朝 ) 


1680 年 で ろ _ ヒ ク ソ ス が エジプト を 占領 、 馬 車 と 戦車 が つた わる 


新 王 国 時 代 1567 年 ごろ アハ メス 王 、 エ ジ プ ト を 再 統 一 
(18ー ら 0 王朝 ) 首都 を テー ベ と する 
1510 年 でろ 王家 の 谷 の 造営 よじ まる 
1400 年 ごろ 王朝 の 絶頂 其 
1375 年 で ろ _ イク ナ テ ン の 宗教 改革 
1360 年 で ろ ツタ ンカ ー メ ン 王 即位 
1300 年 ごろ ラム セス 2 世 が ヒッ タイ ト 軍 を 破る 
第 3 中 間 期 935 年 でろ 国内 が 乱れ 、 異 民族 に よる 支配 が は じ ま る 
(81- ら 5 王朝 ) 
未 期 王朝 時 代 664 年 ご ろ サイ ス に 第 2 王朝 樹立 され る 
(26-31 王 朝 ) 
332 年 で ろ アレ キサ ンダ ー 大 王 が エジプト を 支配 


アレ キサ ンド リア が ヘレ ニズム 文化 の 中 心 に な る 


30 年 ご ろ クレ オ パ ト ラ 7 世 が 死ん で 、 エ ジ プ ト 王朝 滅亡 
ロー マ の 属 州 に な る 


プトレマイオス 305 年 ご ろ プトレマイオス 朝 は じ ま る 
朝 時 代 


ら 0 


吉村 作治 (よし お ら さ くじ ) 

1943 年 、 東 京都 生ま れる 。 早 稲田 大 学 第 一 文学 部 卒業 。 カ イロ 大 学 考古 学研 究 所 留学 。 
196G 年 以来 、 早 稲田 大 学 古代 エジプト 調査 隊 を 組織 し 、 彩 色 階 段 や 責 族 募 、 ク フエ ピ ラミ 
ッ ド 内 の 未知 の 空間 な ど を 発見 。 現在 は 、 王 家 の 谷 ・ 西 谷 の 発掘 調査 、 ラ メ セ ス I| 世 王子 カ 
エム ワ セ ト の 更 宗 殿 の 発掘 調査 、 第 二 の 「 太 陽 の 船 」 の 発掘 ・ 復 元 、 衛 星 画像 解析 に よる ピ 
ラミ ッ ド 探査 の 4 つの プロ ジェ クト が 進行 中 。 現在 、 早 稲田 大 学 人 間 科 学部 助教 授 (PhD) 、 
早稲 田 大 学 古代 エジプト 調査 室 主 任 。 (95.18.1 現 在 ) 


主 な 著書 
「 ピ ビラ ミッド は 語る 」 (岩波 書店 ) 
「 貴 族 の 墓 の ミイ ラ た ち 」 (日 本 放送 出版 協会 ) 
「 エ ジ プ ト 史 を 掘る ]「 フ ァ ラ オ に 人 逢い た い 」 (小学 館 ) 
「 吉 村 作 治 の 古代 エジプト 講義 録 」 上 ・ 下 巻 (講談 社 ) 
「 世 界 の 遺 蹴 探検 術 」「 世 界 の 食材 探検 術 」 (集英社 ) 


多 参 考 文献 ・ 資 料 
古代 エジプト 女王 伝 吉村 作治 著 新潮 選書 
古代 エジプト 文明 の 謎 吉村 作治 監修 ・ 執 筆 光文社 
ビラ ミッ ド ・ 新 た な る 謎 吉村 作治 著 光文社 
ビラ ミッ ド の 謎 を ハイ テク で 探る ノ 吉 村 作 治療 講談 社 
吉村 作治 の 古代 エジプト 講義 録 (上 ・ 下 ) 吉村 作治 善 講談 社 
ピラ ミッ ド の 謎 吉村 作治 著 講談 社 ・ 現 代 新書 
エジプト 史 を 掘る ノ 吉 村 作 治 著 小学 館 ・ 小 学 館 ライ ブラ リー 
ファ ラオ の 食卓 一 古代 エジプト 食物 語 ン 吉村 作治 著 小学 館 ・ 小 学 館 ラ イブ ラリ ー 
ナイ ル の ほとり の 物語 一 古代 エジプト 遺跡 紀行 ノ 吉 村 作治 著 小学 館 ・ 小 学 館 ラ イブ ラリ ー 
ファ ラオ と 死者 の 書 古代 エジプト 人 の 死生 観 ノ 吉村 作治 著 小学 館 小学 館 ラ イブ ラリ ー 
ピラ ミッ ド ・ 謎 と 科学 吉村 作治 著 日 本 テレ ビ 出 版 
古代 エジプト 探検 史 ノ ジャ ン ・ ベ ルク テー ル 閉 福田 素子 訳 吉村 作治 監修 創 元 社 
エジプト 博物 館 (世界 の 博物 館 1 7) 川村 喜一 編 講談 社 
エジプト (ブル ー ガ イド 海外 版 9) / 吉 村 作治 ・ 近 藤 二郎 ・ 岩 出 ま ゆみ 著 実業 之 日 本 社 
ピラ ミッ ド は 語る / 吉 村 作治 著 岩波 書店 ・ 岩 波 ジ ュ ニ ア 新 書 
さん ちゃ ん の ピラ ミッ ドン / 吉 村 作治 著 学研 
歴史 上 ・ 中 ・ 下 ノ ヘ ロ ド ト ス 著 松平 千秋 訳 岩波 文庫 
エジプト 考古 学 T.G.H. ジ ェ イム ズ 著 酒井 値 六 訳 学生 社 
古代 エジプト の 神々 ン 有 三笠 宮 崇 仁 著 日 本 放送 出版 協会 
古代 エジプト 文明 と 遺跡 (ビデ オ 全 17 巻 セッ ト ) 吉村 作治 監修 
株 式 会 社 ボ ニー キャ ニオ ン 


他 多数 


ら 1 


全 ス タッ フ 


・ 原作 ・ 利信 終 計 置 畠 
声 の 出 涼 


コピ ジロ ビス クン ラニ ニン イラ シロ だら た ーッ ーー 


アロ デュ ー ザ サー 


B 央 象 次 料 + 

テニ カル スー ノリ ザー ノバ - イ ーー 
プロ ダク ンション マネ ー ジ ャ ー 
プロ グラ マー 

テク ニカ ルディ レク ター 

1 ジジ ビーン ニニ ンク ニラ ラフ シイ トン ンー ベ 


ハリ ー ア ー テ ィ ス ト 
カラ テー リス ト 


ペイ ント ボッ クス アー ティ ス ト 


アー ト ・ デ ィ レ クタ ー 
パッ ゲー ジ デ ザイ ン 
協 カ 

% 倒 直 守 表 


に ご づら の Dozier 
IMlaria Brackin 


分 部 曰 出 男 


湖 婦 翌 子 

旦 稲 田 大 学 古 代 エ ジ プ ト 請 栓 宣 広 報 部 
有 E 展 会 社 ズ ー・ カ ン パ ニー 

マッ クレ イ ララ ボラ トリー 

当 - 一 企 環 打 エ 会 宇 


束 村 覧 治 


く ゲ ー ム を 楽し お 前 に > 

@ ゲ ー ム 中 は 部 屋 を 明る くし 、 画 面 に 近づき すぎ な いよ うに 操作 し まし ょ う 。 

ゲー ム を する と き は 、 健 康 の た め 、 1 時 間 ご と に 10 分 ~ 1 5 分 の 休憩 を 
と っ て 下さ い 。 

人 @ 疲 れ て いる と き や 睡 眠 不 走 で の ゲー ム は 避け まし ょ う 。 


く 健 康 上 の ご 注意 > 

ご くま れ に 、 強 い 光 り の 刺激 や 点滅 を 受け た り 、 テ レビ 画面 な ど を みて いて 、 
一 時 的 に 筋肉 の けい れん や 意識 の 喪失 等 の 症状 を 経験 する 人 が いま す 。 
この よう な 経験 の ある 人 は 、 ゲ ー ム を する 前 に 必ず 医師 に 相談 し て 下さ い 。 
また 、 ゲ ー ム 中 に この よう な 症状 が 起き た と き は 、 直 ぐに ゲー ム を や め 、 
医師 の 診察 を 受け て 下さ い 。 


く 使用 上 の ご 注意 > 


@ 由 し 方 一生 =< 中 部 を 押さ えて 取り 出す 


@ 入 れ 方 一 革 レ ー ベ ル 面 の 上 か ら 押さ えて 入れ る 
@ 持 ち 方 2 < の ディ スク 画 に 手 を 触れ な い 


ディ スク は 布 面 共 、 指 紋 、 洛 れ 、 キ ズ 等 を 付け な いよ うに 取り 扱っ て 下さ い 。 

信 デ ィ ス ク が 汚れ た と き は 、 メ ガ ネ 上 ふぶき の よう な 柔らか い 布 で 内 周 か ら 外周 に 
向かっ て 放射 状 に 軽く ぬき 取っ て 下さ い 。 

る ディ スク は 両面 共 、 鉛 筆 、 ボ ー ル ペン 、 油 性 ペン 等 で 文字 や 絵 を 書い た り 、 
シー ル 等 を 貼付 し な いで 下さ い 。 

@ ひ ひび 割れ や 変形 、 又 は 接着 剤 等 で 補修 し た ディ スク は 、 危 険 で すか ら 絶 対 に 
使用 し な いで 下さ い 。 


く 人 保管 上 の ご 注意 > 

@@ 上 直射 日 光 の 当たる 場所 や 、 高 温 ・ 多 湿 の 場所 に は 保管 し な いで 下さ い 。 

ディ スク は 、 使 用 後 、 元 の ケー ス に 入れ て 保管 し て 下さ い 。 

プラ スチ ッ ク ケ ー ス の 上 に 重い も の を 置い た り 、 落 し た りす る と 、 ケ ー ス が 
破損 し 、 ケ ガ を する こと が あり ます 。 
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